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おわ りに

は じ め に

　パプアニューギニアの国家体制は,よ く知られているように地方分権制度に基づい

ていて,国 家を形成する19の州には政策決定のうえで多くの権限が委譲されている。

しか しながら,小 学校などの学校教育は中央の政策のもとで運営されていて,国 家を

単位 とした統制下に置かれている。教員の養成 と資格付与,教 員の給与体系,カ リキュ

ラムの決定など,主 要な事項は国家の管轄す る権限に属 している(Bray　 1984)。 多

くの国と同じように,国 家建設の基盤作 りに青少年の育成が位置つけられているから

で,パ プアニューギニアでも学校教育はその一翼を担っている。とはいっても,学 校

制度そのものが西欧からの制度的輸入であるからして,い くつもの難問題を抱えるこ

とになる。1974年 にポー トモ レスビーで開催された第8回 ワイガニ ・セ ミナーでは,

教育理念や教授法,あ るいは地域社会における学校教育など,多 彩な面にわたってこ

の国が抱える教育上の諸問題が討論された(Brammal&May　 1975)。

　それから10年たち,社 会的 ・経済的変化に応 じて,学 校教育が近代的な知識 と技能

を授ける機関として定着 して くると,教育をめ ぐる議論 も多様な側面で深化 して くる。

大学教育を含めエ リー ト養成の問題や近代的職種の獲得と教育の関わ り具合など,現

代社会の抱える問題が提起されてもくる。例えぽ,パ プアニューギニア大学教育学部
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の研究会で議論 され る題目も,こ のような現代的関心に裏打ちされていた(Bray&

Smith　1985)。しかしながら,90年 代に筆者がパプアニューギニアの一地方,西 ニュー

ブリテソ州で実見 した現実は,伝 統 と近代の相克を交えつつ,学 校教育が未だ定着 し

ていない状況であった。その現実は,一 面では国家形成の難題を突きつけているよう

でもあった。以下の議論は,筆 者が試みた野外調査に基づき,西 ニュープリテソ州の

ナカナイ族の小学校を取 り上げ,そ の教育内容,そ して地域社会 との関わ りを論 じる

試みである。

Ⅰ　 ナカナイ族 とその近況

　パプアニューギニアのすべての地域がそ うであるように,西 ニューブ リテソ州でも

多様な言語集団が共住する地域である。公式文書でナカナイ族と表記される集団,あ

るいはロソと自称する集団はそのなかの一つである1もそれは,言 語学的にはオース

トロネシア語族に属し,ア ウカ,マ ウ トト,ビ レキという方言群を抱えもつ比較的少

数の集団であって,そ れぞれは数十から百キロメートルと,互 いにかけ離れた地域に

住んでいて,し かもそれぞれの周囲にはまった く異なる,非 オース トロネシア系統の

言語集団が取 り囲んでいるとい う複雑な環境に置かれている。

　最初に,こ の論稿の主人公であるアウカ系住民の認識 している周辺の言語集団を列

挙 してみたい。

ナ カナ イNakanai族(た だ し 自称 は ロ ソRoso族):

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ピ レキBireki

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア ウ カAuka

　 　 　 　 　 　 　 　 　 マ ウ ト ゥ トゥMaututu

マ ソ セ ンManseng族:ア ヴ ェ レAvere

ア タAta族 　 　 　 　 :ワ シWasi

マ ム シMamusi族 　 :サSa

　 この うち,ナ カナイ,マ ソセ ソ,ア タ,マ ムシは 「人 々(ア ヴァラル ワavararu-

wa)」 を 指す言葉 で,エ ス ニ ック集 団に該 当す る。 これ に対 して,ビ レキ,ア ウカ,

マ ウ トゥ トゥ,ア ヴェ レ,ワ シ,サ は,す べ て 「否(つ ま り英語の ノー,No)」 の 意

味であ るが,通 例は言語(ア ヴ ァカ ララavakarara),も し くは方言 の分別 に従 って
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彼らは呼び慣わされていて,そ の時に用いられる名称である。 これらの集団は,現 在

では多 くが山間部から街道沿いに移住 してきて,な かには一つの村にい くつかの言語

集団が共住する場合も見 られるようになった。 しかし,か つては言語集団ごとに領域

を区別 し,通 婚さえも稀であった。この移住の契機には,キ リス ト教の布教が関係 し

ている。

　 この地域でキ リス ト教の二大勢力,カ トリックとメソジス トの教派が布教活動を開

始したのは,両 大戦間である。初期の うちは,宣 教師たちは山奥での活動を余儀なく

されたが,1940年 代後半に至ると,教 会関係者は布教の実をあげるため,人 々に説い

て,街 道沿いに移住し宗派の同一性をもとにした集住村落を形成するよう促した。 こ

うして,複 数の言語集団を抱え込む集落が随所に見られるようになり,現 在では相互

の通婚 も行われる状況になった。

　 こうした居住地の移動の後に,近 年では人々の生活様式も大 きく変わった。一つの

象徴的現象として出産慣行を取 り上げれば,60歳 代以上の女はブッシュで子生みをし

た経験を持っているが,そ の娘以降の世代では出産はもっぱら病院での営みである。

昔ながらの生業といえぽ,タ ロ,ヤ ム,そ してサツマイモなどの芋栽培であ り,こ の

限 りでは以前は自給自足的な農業が中心であった。ところが,道 路網の整備,そ して

市場経済の浸透は農業のあ り方を変え,比 較的最近ではパームオイル,カ カオなど換

金作物の栽培が始まっている。州政府 も農地の貸与を行い,村 人にパームオイルなど

の栽培を奨励する。こうして現金収入の道が開かれると同時に,米,缶 づめ,ビ ール,

そして洗剤などの日用品が大量に流入するようにな り,各 村には小規模な自営的な小

売 り店 も現れる。とはいっても,州都のキンベ近郊に見られる大規模なプランテーショ

ソ農業 と比べると,個 人単位の零細農業の域を出ない実状は否定できない。その状況

は,市 場経済への離陸は端緒についたぽか りと言ったほ うが適切である。

Ⅱ　制度としての学校の沿革

　パ プアニ ューギ ニアでの学校教育は,す べ ての近代的な国民 国家 と同 じく,国 家機

関 の一翼 を担 って いる。 現在(1994年 以 降)で は8年 制 の プ ライマ リー ・ス クール

(primary　 school)と い う名 称 が,そ れ 以前 は6年 制 の コ ミュニテ ィ ・ス ク ール

(community　 school)と い う名称 が与 え られ て いた学 校 は,言 うまで もな く国家 が

管掌する教育制度であ る。 この制度が確立 され る以前,あ るいは確立 された後 で も辺

ぴな山間部 では,子 どもたちの教育はキ リス ト教会 の布教活動 の一環 として,村 ごと
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の教会が中心にな り,ビ レッジ ・スクールvillage　schoo1と いう名称の施設で行われ

ていた。もちろん組織的にカリキュラムを組む ことはな く,算 数などの簡便な実利的

知識を教授することが中心であった。同時に聖書の講話も主要な目的であった。教材

は英語の出版物を利用 していたが,生 徒の能力に合わせ,ナ カナイ語とピジン語 との

併用が試みられていた。パプアニューギニアが独立国家として誕生する以前,山 間部

に住むナカナイ族アウカ方言群での教育活動を村落ごとに概括 してみたい。

ビビシBibisi村:

　山間部にあったこの村では,1960年 にメソジス ト教会が 「ピビシ ・ヴィレッジスクール」

を設立し,こ の学校は62年 まで続いていた。簡便な英語のテキス トを宣教師や地元の識者

がナカナイ語に訳して子どもたちに教えていた。数学,保 健,農 業などの実利科 目を教え

るとともに,聖 書などの宗教も講話 していた。時として宣教師は トーライ語も交え,聖 書

の話をしていた。とい うのも,こ の地域での布教活動は,ト ーライ族の住むラバウルを本

拠地としていたからである。

ウムUmu村=

　やは り山間部にあったこの村には,1963年 に メソジスト教会によって 「ウム ・ヴィレッ

ジスクール」が設立され,翌 年まで開校 されていた。オーストラリアで出版された英語の

本を教材とし,宣 教師や村の有識者が中心となってナカナイ語,ピ ジソ語を用いて授業し

ていた。 この村は,地 震の被害のため,80年 代に次に述べるワシラオ村の隣 りに移住 して

いる。

ワシラオUasilao村:

　大戦後に建立されたワシラオ村は,ア ウカ系統とアタ系統のメソジス ト教徒が共同して

建設 した村である。1957年 に 「ワシラオ ・ヴィレッジスクール」が設立 された。街道沿い

に建立 されたため生活の便利さがあ り,そ の後 ウム村を含め,他 のアウカ系統の人たちも

この近隣に移住して来る。70年 代にワシラオ ・コミュニティ・スクールが公的教育機関と

して設立 されると,近 隣の村落も校区にもち,こ うしてアタ系とアウカ系との複数の言語

から構成される複雑な構成になった。

　このワシラオ小学校は,そ の後この地域の教育機関として中心的な役割を果た して

い く2ももっともこの学校 自体は,1994年 に新たに学制改革 として再編された8年 制

のプライマ リー ・スクールが近隣村に登場することによって廃校になったが3),そ れ

まではこの地区の学校教育の拠点であった。 ワシラオ小学校の特色は,教 師と生徒 と
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の双方が多言語的に構成されていることにあ り,そ の意味では典型的なパプアニュー

ギニアの学校,そ のものであった。そこで,こ の学校に焦点を絞 り,学 校のあ り方,

例えぽ教育内容 と方法を通 してパプアニューギニアが抱える諸問題,す なわち,地 域

生活 と国家との関係を考えていきたい。

　最初に教員の横顔を紹介しておきたい。ワシラオ小学校の校長(現 在はラロポ小学

校長)は,山 奥に住むアウカ系統の村に生まれた40歳代後半の人物である。彼は,末

端部での行政的権限は持っていないが,近 代的教育を受けた知識人として村落では声

望を集めている人物である。個人的力量によって富を築き,そ の富を村人に分配する

ことによって政治力を発揮するとい う伝統的なメラネシア型 とは異なったタイプの指

導者として,村 落の諸行事では発言力を持 っている。メソジス トの伝道者であった父

の影響でキ リス ト教の素養を幼 くして身に付けた彼は,成 長してラバウル市のカレッ

ジを卒業 し,教 員になったとい う経歴を持っている。 この略歴が示すように,彼 はキ

リス ト教の伝統と英語での教養を身に付けた新 しい型の知的指導者の一員である。

　生徒の場合と同 じように,教 員の出身地もまた変異に富んでいて,ア ウカ系統のこ

の校長のほかに,ア タ系,同 じナカナイ族のビレキ系,そ してブーゲソヴィル島など

パプアニューギニアの他の地域の出身者と,多 様な言語集団の出身者で構成されてい

る。これから類推されるように,多 民族国家としてのパプアニューギニアでは複雑な

教育問題が生じる。生徒と教員 との双方がともに複数の言語使用者から構成されてい

るとい う事情は,後 にみるように学校での教授方法,そ して生徒の学習態度などに複

雑な状況を作 り出している。

Ⅲ 　 学 校 の カ リキ ュ ラ ム

　パプアニューギニアの学校制度は,90年 代前半では6学 年制の小学校community

schoolを もち,こ の小学校卒業者には4学 年制の中学校(provincial　high　school)が

開かれていた。他の地域と同 じくワシラオ小学校は2学 期制で,第1学 期は1月末に始

まり6月 末に終わ り,2週 間の休暇を挟んで,第2学 期は7月 第2週 に始まり12月上

旬に終わる。学校は月曜日か ら金曜 日までの週五 日制で,日 課は朝の7時45分 から校

庭での国旗掲揚,国 歌合唱で始まる。それらはまさしく国家による儀礼行為にほかな

らず,こ のような儀礼行為からも学校教育が新興独立国家パプアニューギニアの国家

意識を高揚する契機 として位置づけられているのを知ることができる。

　学科 目を主体とした授業は8時 から開始される。もちろん学年ごとに授業科 目・そ
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して時間割は異なるが,全 学年を通 じて言えることは,近 代的な科学的知識を生徒に

付与するのが主要 目的であると向時に,英 語教育と宗教教育との比重が大 きいとい う

特色がある。表1で 例示するのは第4学 年の時間割であるが,カ リキュラムの組み方

は全学年を通 して基本的には同じ特徴が認められる。

　この時間割通 りに授業が進行するのではないが,学 校側として生徒に何を教授しよ

うとしているかは,こ の表1か ら分かる。まず第一の特色として,英 語学習の比率が

高いことが指摘される。時間割で リーディソグ,リ スニング,ラ イティソグなどと記

されている科 目は 「英語」についてであ り,「読み」,「話す」,「聞 く」,こ とに力点が

表1　 ワシラオ小学校の時間割(4学 年)

7.45-8.00

8.00-8.15

8.15--8.30

8.30-8.45

8.45-9.00

9.00-9.05

9.05-　 9.20

9.20-　 9.40

9.40-10.00

10.00-10.15

10.15-10.30

10.30-10.45

10.45-11.00

11。00-11.30

11.3(》-12.00

12.OO-12;30

12.30-　 1.00

1.00-1,30

1.30-2.00

Mon.

assembly

read三ng

maCS

b/cast

spehing

talking

writing

Tue.

assembly

reading

listening

Wed.

assembly

reading

oral　 expr.

Thu.

assembly

reading

oral　 expr.

Fri.

school

devotion

reading

let's　speak　 English

spelling

talking

writing

spe皿ing

talking

writing

spelling

talkil19

writing

sp/dict.

talking

writing

receSS

Christian　 education

writing

maCS

com.1ife

oral　 expr

maCS

phy.edu.

writing

maCS

phy.edu

science

phy.edu.

reading

listening

phy.edu.

lunch

maCS

com」ife

maCS

exp.art

w/comp.

com.life

maCS

healt11

exp.　 art

agricul.

注)略 記 号 説 明

　 　 b/cast=broad　 cast,　com.life=community　 life

　 　 w/comp=writing　 composition,　 exp.　 art=expressive　 art

　 　 oral　 expr=oral　 expression,　 phy.　 edu=physical　 education
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置かれている。英語の時間数は合計で670時 間で,総 時間数1,650の うち,4割 を占め

ていることから,そ の比重の高さが分かる。イギ リス,そ してオース トラリアの植民

地であったこの国は,現 在でも英語を公用語 としていて,学 校教育もその影響下に置

かれているわけである。

　英語教育の偏重は,英 語の時間割が多いのみならず,社 会科や数学の時間でさえ,

使用言語がほとんどが英語であるとい う事情にも表れている。入学1年 生の時から,

教師はほ とんどの時間を英語で話し,英 語で板書 し,生 徒はそれをノー トに英語で筆

記するというように,授 業は進行する。卒業後,上 級学校への進学を希望すれば,英

語での入学試験を受けなければならない。最初から最後まで,学 校は英語漬けである。

　第二の特色 としては,キ リス ト教関係の科目が毎 日組まれていることである。月曜

から木曜日までの 「キ リス ト教教育」は聖書の朗読や賛美歌の練習の時間であ り,金

曜日の朝7時45分 からの30分 間は,先 生と生徒が教会の活動について話 し合 う時間で

ある。パプアニューギニアでは植民地時代にキ リス ト教の布教が始まり,今 では多 く

の地域でその教会が生活の中心部に根を下ろしている。そのキリス ト教会は布教をす

る傍ら,宣 教師たちが中心になって西欧的知識を植え付ける教育を してきた歴史があ

る。その歴史は無視することはできず,現 在でも学校教育に反映されている。

　学校で習 うキ リス ト教関連科目は,単 なる教養の域を越えていて,実 学的意義があ

る。 日曜 日ごとの礼拝は言 うに及ぼず,地 域社会の係わる様々な行事には最初に ミサ

が捧げられる場面が多く,こ の機会とばか り生徒たちは賛美歌を歌 う。小さいときか

らの賛美歌の学習を通 して,人 々はキ リス ト教に馴染んでいると言えるほどである。

　第三の特色は,学 校が近代国家のなかの一機関として設立 されていることに関連 し

ている。国民国家を打ち立てたあらゆる国では,国 民を統合す る機関 として学校教育

を制度化 してきた。学校教育が国家理念を植え付ける思想教育の場 として,あ るいは

国民統合を果たすための知的機関 として設立された歴史は,日 本をはじめ多 くの国で

見ることができる。そのための国家意志を反映する特別なカリキュラムが組まれるこ

とがあったが,他 方で,西 欧で展開した近代的知識の教授を行 うという性格も,あ ら

ゆる国で共通して見出される。数学や理科な ど,普 遍性を追求する科目が存在するの

は,そ のためである。 ワシラナ小学校では合計で210時 間と,他 の科 目に比 して数学

の時間が多いのが目立つ。ここには,近 代的知的施設として学校が位置づけられてい

る,と いう特色がある。

　 この第三の特色と関連させて言えば,社 会科や理科,あ るいは保健などの科 目も近

代的知識を授ける道具と見ることができる。社会科は,地 域社会や国家の仕組みに直
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接関わる教材であるから,国 家が望む国民像を直接的に映し出していると言える。と

りわけ小学校の高学年にまで進む と,生 徒の理解力に合わせて国家作 りの骨格を説明

する内容が盛られるようになるので,こ の種の研究題材として教科書の分析は好都合

である。そこで,学 校での教科書を検討し,ど のような知識が教授されているか考え

てみよう。 この村の学校でも,パ プアニューギ ニア教育省(Department　 of　Educa-

tion)で 作成された,次 のような教科書が使用されている4も主な教科書の題 目と簡

単な内容を紹介 してみたい。

Land　 and　Life　in　PNG(4年 級)

　 　 地 勢 。 動 植 物 。 ニ ュー ギ ニ ア各 地 の景 観 。

Transport　 in　PNG(5?年 級)

　 　 輸 送 手 段 の今 昔 。

Early　Times(?年 級)

　 　 先 史 時 代 の生 活 。 農耕 生 活 。 ハ イ ラ ソ ダ ー と沿岸 部 の生 業 。

Using　Our　Resource(?年 級)

　 　 鉱 山資 源 。 高 地 の 資源 開発 プ ロジ ェク ト。

National　 Govern〃lent(5年 級)

　 　 国会 議 員 の選 挙 。 中央 政 府 の組 織 と機 能 。 国 旗 と国章 。

The　Resources　 of　PNG(5年 級)

　 　 土地 と森 林 ・鉱 物 資源 。

Government in PNG(6年 級)

　 　 通 史 的 に み た伝 統 的 な,も し くは 植 民 地 時 代 の 行 政 組 織 。 現 代 の国 会 組 織 と中 央 政府

　 　 の 役 割。 州 政 府 の意 義(地 方 分権decentralisation政 策)。

Money(6年 級)

　 　 貝貨 か ら始 ま って 貨 幣 の歴 史。 現 代 の通 貨 。 銀行 の役 割 ざ

The　Story　of　our　Pas　t(7年 級)

　 　 先史 時 代 。 植 民 地 時 代 。第 二次 世 界 大 戦 。 独 立。

Papua　 New　 Guinea」rts　Land　 and　Peoρle(7年 級)

　 　 自然環 境 と土 地 利 用 。

People　 and　Places(7年 級)

　 　 村 落 生 活 の 成 り立 ち 。 ソマ リア,イ ン ド,イ ギ リス の 村 落 。 ポ ー トモ レビ ーの 都 市 コ

　 　 ミ　ユ ニア イo

Families(7年 級)

　 　 家族 の意 義 と類 型 。 社 会 と家族 。 結 婚 と家 族 問題 。
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　社会科の教科書は身の回 りの地理,歴 史から始まって,し だいに新興国家の成 り立

ちを教える内容となっていて,あ わせて家族などの現代的問題にまで進んでい く。全

体としては,近 代国家としてのパプアニューギニアをいかに生徒に教えるかに関心が

払われている,と 言える。すでに先行研究が指摘 しているように,パ プアニューギニ

アの教育体系は 「基本的には西欧の制度と哲学のもとにあ り,西欧式の経済に役立ち,

西欧式の知識の伝達に連動 している」(Romaine　 1992:78)。

　近代社会を扱 う科目は,「保健」にも見ることができる。例えば,5年 生の教科書

は2冊 用意されていて,目,耳,鼻,歯,頭 などの病気の簡易な処置を扱った教科書

とともに,タ バコ,酒,ビ ンロウの害毒を指摘する教科書も採用されている。メラネ

シア人の目常の嗜好品として喜ぼれるビンロウは,最 近では喉頭ガンを誘引する発ガ

ソ物質 として宣伝されるようになっているが,学 校教育は一早 く近代医学の知識を広

めようとしている。こうして保健 ・衛生の観点から,学 校は近代化教育の拠点になっ

ている。

　最後に,第 四の特徴として,こ うした近代教育の補完として実科教育の 「農業」が

組まれていることが挙げられる。わずかな時間とはいえ,金 曜日の午後に組まれたこ

の授業では,生 徒たちは学校の菜園で果樹その他の栽培に励むことになっている。そ

の収益は生徒たちに,例 えぽ運動具代として還元 されることから,子 どもたちの楽し

みの場 ともなっている。ほとんどの家庭が農業を営んでいて,そ の知識は親から得る

ことができるので,教 師は何 も農業指導をする必要 もなく,そ の状況からすれぽ余分

な授業,あ るいは娯楽性の強い科 目という印象を与えやすい。 しかしなが ら,こ の授

業は別の意義を持っている。学校教育も生徒を取 り巻 く生活環境から完全に遊離 して

は成 り立たず,人 々が農業に依存 している現実を反映せざるをえないわけである。そ

の事実は,近 代知を教え込むことを基調 としていても,現 実の生活実体を無視 しては

教育が成立 しえないことを物語っている。

　 これに関連 して言えぽ,し ぼしぼ授業が戸外でもたれる例があ り,そ の機会に教師

は生徒 と一緒にナカナイ族や近隣社会の風俗習慣を話 し合 う場を設けている。伝統的

な婚姻儀礼や母系 トーテム制度などが話題に上 り,児 童の関心も呼び起こされる課外

授業ではあるが,こ れなども,学 校教育のカリキュラムもまた現実の生活基盤を無視

できないという例である。
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Ⅳ　国家の教育,村 の学校

　 ワシラオ小学校の社会科の授業では,伝 統 と現代を対置 させ,M伽 砂 という教科

書を用いて近代社会の仕組みを教えた り,Government　 in　PNG/Nationat　 Govern一

mentとい う教科書を通 して民主主義の仕組みと理念を教えた りする教育がなされて

いる。このほかに,数 学などの教科 目をあげれば,近 代の知識体系の基礎は十分に与

えられることになる。近代的国家としてのパプアニューギニアを生徒に教え込もうと

す る教師の努力は,た だ授業での営みだけでは終わらない。何人かの教師は,教 室の

壁にパプアニューギニアの世界との係わ りを図示するポスターを張 り巡らす ことで,

近代を教え込もうと熱心である。

　例えば,・3年 生の教室にはパプアニューギニアを中心に据えた世界地図が張 られて

いて,世 界の大都市の名前が太字で書き込まれている(表2)。 その都市はアメリカ,

オース トラリア,ヨ ーロッパのものであ り,そ れ らと並んで,日 本の東京と大阪とが

その地図には書き込まれている。小学校3年 生の水準では,世 界地図の認識が簡単な

のは当然であるとしても,さ しあた り,こ の描写か ら二つの事実が指摘される。第一

に,欧 米に比重が置かれた世界認識が強調されていることである。教師自身の個人的

指向性があるにしても,英 語を媒介 として宗主国オース トラリアの世界認識が直輸入

されていると,そ の記述から読みとることが可能である。その事実は,今 なお植民地

的状況が健在であることを告げている。第二として,欧 米のほかにアジアでは日本だ

けを記している書き方が印象的である。 日本との関係が深いのは,第 二次大戦でパプ

アニューギニアが日本軍の戦場になったとい う体験的事実にもよるが,欧 米とともに

日本が記されているのは,明 らかに経済関係を基礎においた世界認識を生徒に吹き込

む意図があってのことである。その教室には,ま たパプアニューギニアの輸出国が図

解 されたポスターが張 られている(表3)。 そのポスターを見て,例 えぽ銅などの産

表2　 小学校3年 生の教室に張られたポスター,「世界の都市」

パ プ ア ニ ューギ ニ ア　 ラバ ウル,ラ エ,ゴ ロカ,ポ ー トモ レス ビー

ア メ リカ　 　 　 　 　 サ ソ ・フ ラ ン シス コ,ロ ス ・ア ソ ジ ェル ス,ニ ュ ー ヨ ー ク

オ ー ス トラ リア 　 　 　ブ リスベ ン,シ ドニー,キ ャソベ ラ,メ ル ボ ル ソ

ヨー ロ ッパ 　 　 　　 　 ス トッ ク ホル ム,ハ ン ブル グ,ア ム ス テ ル ダ ム,ロ ソ ドソ,パ リ,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ミラノ,ボ ル ドー

日本　 　 　 　 　 　 　 :東 京,大 阪
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表3　 小学校3年 生の教室に張 られたポスター,

　 　　 「輸出国」

E.E.C.

イ ギ リス

日本

ア メ リカ

オ ー ス トラ リア:木 材,

コブラ,コ ー ヒ ー,コ コ ア,

ゴ ム

:茶,除 虫 菊,コ ブ ラ,コ ー

ヒ ー

:コ ブ ラ,魚,木 材

:コ ブ ラ,ゴ ム,木 材

　 　 　 ゴ ム,コ フ フ,コ ー

ヒ ー

品がない不思議 さは問わない とし

て,こ の表を通 して分かることは,

経済 関係 を通 して世 界 とパ プァ

ニューギニアとの係わ りを知 らせ よ

うとする教師の姿勢である。

　 このようなポスターは,壁 に張 ら

れた絵画 と同じく,生 徒にとって格

段に意識されることはない代物かも

知れない。 しかしながら,こ のよう

な知識 も知らず知らずの うちには生徒に感化を及ぼすはずで,外 国についての情報源

の乏しい社会では有効な教育手段 として価値がある。何気ない教師の日常活動にも,

パプアニューギニアを近代世界 との係わ りのなかで教えようとする教師の営みが表れ

ている。

　教室に張 られたポスターといえぽ,ほ かにもい くつか見 られる。そのなかには端的

に学校の教育方針を掲げたものもある。すでに見たように,ワ シラオ小学校ではキ リ

ス ト教と英語の比重が大きいとい う特色があ り,そ の特色を織 り込んだ うえでの近代

教育が 目標であった。 ここに興味ある資料がある(第4表)。 それは,5学 年の教室

の壁に張られたポスターで,こ の学校の教育 目標を掲げた標語が書かれている。

　標語とはあ くまでも目標達成のための歌い文句であるから,こ の壁に張られた標語

も学校側の目指す努力目標にすぎない,と 言えるかも知れない。 しか しながら,こ の

標語は先の時間割に見られた教育方針を見事に要約している。英語,数 学,キ リス ト

教を柱としたカリキュラム編成は,こ うして日常的にも生徒の目に触れながら,強 調

されている。いやがうえにも,生 徒にとっての日常性は教室空間に埋め込まれている。

表4　 5年 生の教室に張 られたポスター

目的:子 どもたちを道徳的に,身 体的に,社 会的に,精 神的に発達させること。

目標:1す べての子どもの学科知識を向上 させる。

　　 2　十分な知識の宗教教育を与える。

　　 3子 どもたちの態度や行動が社会的に高く評価されるようにする。

　　 4　高水準の英語が話せるよう奨励する。

対象:学 年末までに,す べての子どもは次のことを習得できるようにする。

　　　1英 語の読み書きと会話が正確にできるようにする。

　　 2四 則(加 減乗除)の 計算を使って数学の問題が正 しく解けるようにする。
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それならぽ,学 校側の用意する知的操作活動を生徒側はどのように受けとめているの

であろうか。

　ここで,こ の地域の言語地図を想起 していただきたい。この近辺で話されている日

常言語はナカナイ語,ア タ語など多様であるし,教 師もパプアニューギニアの各地か

ら赴任して来ているので,学 校内で飛びか う言語は複雑である。このような状況では,

各自が在地語を使 う限 り,学 校内の会話は成立 しない。たいていの人々が話せる言語

といえぽ,ピ ジン英語がある。 このピジンを使えば,日 常会話で意思の疎通が図れな

いという事態は避けられる。 ところが,授 業で使用される言語は公用語としての英語

であ り,英語の方がピジンより格式が高い言語ということで,教 師も英語を多用する。

英語学習を強調する建て前か ら言 っても,英 語の多用は避けられないことである。

　1983年 に制定された 「教育法」では,そ れまでの英語偏重教育を修正 し,「英語」,

「数学」などを除いた 「非主要科 目」での在地語授業を認めている。その背景には,

ブーゲソヴィル島民(北 ソロモン州)や エソガ族(南 ハイラソ ド州)が 試みた教育で

の 「分権化」運動がある。すでに70年代に,ブ ーゲソヴィルでは小学校のカリキ ュラ

ム編成権を州政府の管轄に置 き,在 地語を導入しての授業が取 り入れ られていた。政

治の水準での地方分権意識が,教 育面でも地域色,も っと正確に言えぽエスニックな

水準での特色を生み出していた。地方分権政治を標榜する中央政府 としても,こ うし

た動きに同調せざるを得ない社会的事情があったからである。

　これに対 して,複 雑な言語構成をとるワシラオ小学校では在地語の取 り込みは不可

能であった。もっとも学校の授業で,実 際に,時 としてはピジソも使用 している。 し

かしながら,使 用テキス トは英語で書かれているし,教 師自体が英語教育を受けてき

て英語を得意としている背景 もあ り,教 師の立場からする英語使用の便利 さは疑えな

い事実としてあった。中学への入学試験は英語で出題されるとい う事情 もあ り,こ う

表5　 ワシラオ小学校生徒数

　　　 (1992年9月 現在)

学 年

1

2

3

4

5

6

生徒数

44

38

26

23

21

16

して勢い,英 語偏重の教育は続行 していかざ

るをえなかった。

　当然予想されるように,こ のような状況は,

すべての生徒に とって満足をもた らすもので

はなかった。入学したての,ABCの 初歩さえ

も知らない生徒にとって,英 語での算数の授

業は苦痛その ものであったに違いない し,実

際に苦痛を申し立てる子どもは少な くはない。

こうして,入 学早 々から脱落 してい く生徒が
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現れて くる。表5は,1992年 当時の,ワ シラオ小学校の在籍生徒数を表 している。そ

れによると,1年 入学時の生徒数は44人,そ れが4年 生ではほぼ半分,卒 業時の6年

生徒数は3分 の1以 下の数値になる。この在籍数の極端な減少は,入 学児童の数が年

によって増減があるというのではな く,学 年が進むにつれて生徒が学校から脱落 して

いくことを意味している。

　確かにパプアニューギニアでの生徒の就学率は高 くない。1970年 代においてさえ,

全国平均では,入 学 した生徒のうち,6年 間の過程を終えた者は7割 程度にすぎず,

中学進学者は25パ ーセソ ト,12年 の過程を終了した者は8パ ーセソ ト,大 学卒業は1

パーセソトにすぎない(Bray　 1984:10)。 このように全国的にも,就 学率は低いのだ

が,そ れにも増して,'ワ シラオ小学校での生徒の脱落率は高い数値を示 している。こ

の数値は異常とも思えるほどである。

　生徒が学校から脱落 していく理由は,も ちろん英語が不得手とい うだけではない。

生徒たちには学校からの脱落を釈明する理由があるし,学 校側もその釈明への反論も

ある。校長の言い分は,こ うである。すなわち,「脱落する生徒は怠け者だ。それに,

子どもが学校に来な くなるのは,親 が怠けているせいもある。親が子どもに畑仕事を

させた り,育 児の手伝いをさせた りして,学 校には行かなくてもよい,と 言っている。

とくに,女 の子は結婚 してよそに出るから教育は必要ない,と 言っていて,ふ まじめ

だ」と。あるいはまた,こ うも言 う。すなわち,「政府は生徒一人当たり20-30キ ナほ

どの援助を しているので,親 は1年 に10(現 在では25)キ ナの授業料を払 うだけであ

る。それなのに,そ の10キ ナが高いと言 う。いい加減な話だ」と。

　 これに対 して,怠 け者扱いにされた生徒にも反論はある。曰く,「英語の授業は分

からないし,つ まらない。さぼっていると,先 生は棒で尻を叩 くので恐かった し,校

庭の草刈や大木の切 り倒 しをさせられるので,学 校に行くのはいやになった」 と。 こ

のようにして脱落 した生徒は,大 人たちに混 じって農作業をし,あ るいは狩猟に参加

し,ま たは大人たちの談笑に耳を傾け,村 人の一員として伝統的な生活技能を身に付

けながら,日 常生活を送っている。村の生活は,最 近になってやっと換金作物が導入

されたばか りで,市 場経済の荒波にはさほど曝されてはいない。 こうした状況では,

村で一生を送る限 り国家社会を論 じなくても暮らしていけるわけで,学 校での知識や

技能は無 くても生活は可能である。脱落する生徒を迎え入れる環境は,い つでも用意

されている。

　子どもの教育といえば,か つての厳しい禁忌を失いながらも,伝 統的な若者宿の習

慣は今だに機能 している。この施設に滞在 していれば,村 の少年たちは大人に混 じり,
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世間話に耳を傾けながら,村 で生きてい くうえでの生活の知恵を学ぶことができる。

かつては,割 礼を終えた男子のみが寝泊まりできたのに対 して,今 では幼児も,そ し

て女でさえも出入 りが可能になったことで,若 者宿はかえって身近かな存在になって

いる。学校教育とは次元の違 った知識と技術を再生産 してい く場は,こ のように保た

れている。

　将来を考えれぽ,市 場経済の浸透は避けて通れず,一 定の知識水準 とそれに伴 う技

術の習得は必要とされることであるから,学 校からの生徒の脱落現象は大きな社会的

問題にならざるを得ないのは必至である。脱落していく理由はどうであれ,こ の村の

小学校,と いうよ りもパプアニューギニアが抱える大きな問題は,生 徒の大半が英語

による学校教育についていけないという事情に原因を持っている。学校教育ではパプ

アニューギニアの社会や文化,地 理や環境について詳 しい知識が与えられるに もかか

わらず,新 興国家の将来を考えると,低 い就学率を抱える現状は大きな問題点を残 し

てしまうに違いない。近代的知識を血肉の通わない英語教育を通 してしか与えること

のできない難 しさが,こ こにはある。

　加えて,小 学校卒業後の中学校(ハ イ ・スクール)へ の進学率が低いという現象も,

教育の大衆化を阻む原因になっている。中学校に入学するには厳 しい試験を通過する

必要があ り,数 少ない小学校卒業生のなかでも,す べてが進学できるものではない。

進学できなかった生徒,そ して脱落 した子どもは,少 数が町での職業訓練所に行 くに

しても,そ れ以外の大多数は村に留まって農業を営むことになるし,ま たそれで当然

と考える人々は多い。産業構造の未成熟さに起因して,地 域生活圏の拡大が阻 まれて

いる背景があ り,そ れが学校教育を停滞させる原因になっている。

　 しかしながら,近 代知を教える学校は,村 落水準での伝統を決 して否定するもので

なく,か えって共存を図っていると思える節がある。確かに学校では近代の衛生思想

を教え込 もうとし,ビ ンロウの害毒を教えているけれ ども,授 業は知識の授受の場で

しかなく,生 活の場でこのような近代的知識の実践を押 し進めるものではない。顔や

手足に入れ墨をする習慣は存続 してお り,日 本では明治の頃に野蛮な習慣 として排撃

された歴史があったのとは対象的に,こ の習慣の存在に対 しては,こ の地の学校は決

して異を唱えない。言い換えると,村 落の伝統的な習慣や知識の体系を維持したまま,

学校での知識の体系は存在 している,と 言った方がよい。両者は排除 し合 うことなく,

共存しているとさえ考えられ る。村落生活に しっか りと根付いているキ リス ト教を取

り上げれば,さ らに両者の関係ははっきりとして くる。

　キ リス ト教の布教は決して古いものではないが,現 在では,単 に日曜日の礼拝だけ
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でな く,多 様な機会にキリス ト教は顔をのぞかせていて,人 々は一週に何回も賛美歌

の練習に明け暮れている。このような現実を直視すれば,学 校でのキリス ト教教育 と

村落での生活とは,互 いに補完し合っているとさえ言える。学校は近代的知識の導入

も図るが,そ の反面,農 業の実習などを通 して伝統的知識の体系にも考慮の余地を与

えている。とすれぽ,学 校教育は先祖からの生活世界に敵対することなく存在 してい

ることになる。学校教育が十分に定着しない現実の背景には,近 代的知識 と技能を発

揮しえない社会的制約があるとともに,新興国家の理念を歌い上げることに先だって,

学校それ 自体が祖先伝来の世界に包摂されているという図式が存在 していたのであ

る。

お　わ　　り　 に

　今まで記述 してきた事柄を,違 う表現で整理 してみ よう。伝統的な 「民俗一知」の

世界は,近 年の市場経済の浸潤にあいなが らも,こ のナカナイ族では未だに保たれて

いる状況にある。その 「民俗一知」は,若 者宿などで生活することによって,子 ども

たちは体験を通 して身に付けていったし,今 でもその機能は失われていない。このよ

うな状況の世界に,近 代的な知識と技能の修得 という国家からの要請が義務的になさ

れた時,多 くのあつれきが生み出されてい く。近代の教育とは,小 学校 という学習空

間を設定 し,読み書きを主体とした勉強の場を設定することで存在意義を持っている。

しかも,国 家による教育は,国 家統合の要に教育を位置づけることによって成立 して

いる。とするならぽ,国 家による近代の教育 とは,「国民」とい う均質な成員を作 り

出すことに目的があると言える。 この意味では,国 家の与える知識は,村 落という生

活空間から飛躍 した,い わぽ記号化した知識にほかならない。

　 こうした国家の要請に村人がどのように対応するかは,興味深い考察を必要 とする。

将来の出世をもくろんで,教 育をエ リート養成の場として活用する戦略を採用するの

も一つの方法である。ナカナイ族の村にも,実 際に高等教育を目指 し,将 来は教員に

なれるよう努力する子 どもがいることは,確 かである。しかしながら,圧 倒的多数は

「伝統細 」の世界に意心地のよさを見出している。記号化 された知の体系よりも,

生活体験に基づ く知の重要性の方が意味を持っているからである。今後,こ の両者の

関係がどのように展開 していくのか,注 目されるところである。
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注

1)ナ カナイ族はおそらくは近隣社会から付けられた名前であって,自 称は ロソである。しか

　 し,こ こではナカナイという名称が慣用語になっているので,こ の用語を踏襲した。

2)　 ここでは便宜上,コ ミュニティ・スクールもプライマ リ・スクールも 「小学校」とい う名

　称を当てている。

3)　 このプライマリ・スクールの名称は,Lalopo　 Primary　School。1994年 に設立され,八 年

　制の小学校。ただし6年 級までの授業料は25(キ ナ),7,8年 級 は200(キ ナ)で あり,ま た

　7年 級への進級にはテス トがあ り,実 質的には6年 制の小学校にハイ ・スクール(中 学校)

　 が接続 していることになる。実際に,7年 級への進学でふるい落とされる生徒もいる。 ワシ

　 ラオ小学校よりも規模が大 きく,通 学児童もさらに広域から来ている。ちなみにラロポ小学

　校の教員構成は,1994年 当時,ナ カナイ族4人,ブ カ島民1人,ト ーライ族5人 であった。

4)パ プアニューギニアの教科書は立教大学の豊田由貴夫教授から借用させて貰った。感謝 し

　たい。
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